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第2140回例会
2025年7月31日（木）  晴  第4回例会

～母子の健康月間～
クラブテーマ：「熱田の杜・友愛・気品」

司　　会
斉　　唱

福岡逸人 会場委員
「我らの生業」
：
：

会長挨拶 亀井直人会長

出席率 76.92％

会員69名　出席50名  （出席計算人数58名）

出席報告 長谷川隆 出席委員

膝の調子が少しずつよくなって来ました。しかし、白内障になりました。

湯澤信ちゃんごめんなさい。

会社からヒルトンまで徒歩20分強、ひたすら日影を探して歩きますが、
交差点は地獄です。

一昨日72才になりました！！多勢の方からLINEでお祝いをいただき
ありがとうございました。諸先輩を見習いもう少し頑張ります！！

関谷さん先週はお世話になり、ありがとうございました。

先日伊勢久抱海楼にて食事会。淑久さんおせわになりました。芸妓さん達も
呼んでもらい、美味しく楽しい時間でした。料理はもちろん、七里の渡しの前
という場所も指定文化財旧旅籠屋のお店も素晴らしいです。
ありがとうございました。

萩原さんドタキャンしてすみませんでした。

昨日は次男の誕生日で、今日は父圓三の誕生日です。父は98歳になりました。

ニコボックス 岡部光邦 ニコボックス委員
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内田　久利さん

松波　恒彦さん

森　　裕之さん

湯澤　信雄さん

湯澤　勇生さん

萩原　孝則さん　加藤　直大さん　本多　誠之さん　横山　請悟さん

今川　知也さん

鈴木　雄三さん

　皆さん、こんにちは。最近はお米の高騰が報道され
ています。今日はお米について話をしたいと思います。
米の起源は約一万年前にさかのぼります。起源地に
ついてはアジア起源説（特に中国長江流域）とインド
起源説（インダス文明）です。
　米の主な種類は主にジャポニカ種（粘り気が強く
粒が丸みを帯びていて日本、中国東北部、朝鮮半島
など寒冷地で栽培されています）、インディカ種（粘り
が少なく長細粒で東南アジア、南アジア、アフリカなど熱帯～亜熱帯で主
に栽培されています）、ジャバニカ種（ジャポニカ種の一種とされさらに大
型の粒を持ちインドネシアやアメリカ（カルローズ）で栽培されています）
です。
　米はもともと熱帯原産の作物であり、日本は米栽培の北限地域であり
いろいろな品種改良が行われてきました。明治時代になると明治政府の
殖産興業政策により農業技術の西洋化が進み、米の本格的品種改良（人
工交配）が行われてきました。目的として収量の増加、耐寒性の向上（寒
冷対策）耐病性の強化です。この時代の代表的品種は亀の尾（山形県
1893年）で後の多くの名品種の祖先になりました。
　大正～昭和初期には人工交配技術が発展し目標に合わせた「掛け合
わせ育種」が本格化しました。代表的な品種としては農林一号（1921
年）です。収穫重視で全国に普及しました。愛国は(1921年）は味や食感
に優れ当時の高級品とされました。
　戦後～高度成長期（1950～1970年代）には戦後の食糧難対策とし
て多穫量で倒れにくい品種が求められました。コシヒカリの誕生です。味、
粘り、香りが優れ冷害にも比較的強く現在でも日本国内作付面積一位で
す。他にはササニシキ(1963年）があります。これはあっさりした味でお寿
司向きです。
　1980年以降はブランド米戦略が本格化し各県が独自品開発に力を
入れるようになりました。主なものとして秋田県のあきたこまち(1984
年）、九州中心のヒノヒカリ(1989年）、宮城県のひとめぼれ（1991年）、
山形県のつや姫（2009年）、新潟県の新之助（2017年）、北海道のゆめ
ぴりか(2008年）などです。
　近年は(2010年代～）は昨今の地球温暖化による高温耐性や病害虫
への耐性を持つ品種求められています。またGABA米、低アレルゲン米な
ど機能性成分を含む「健康志向型」品種の開発も進んでいます。このよう
にしてインバウンドで日本を訪れる外国人も美味しいと感動するお米が
できた訳です。それにしても以前は冷害に対する品種改良が行われてい
たものが高温耐性が求められるとは驚きです。
　平成の米騒動（1993年）は冷夏による米の不作がもたらしたものでし
た。綾小路きみまろの「あれから40年」ではないですが30年余りで温暖
化は確実に進行しているようです。

7/31（木）  13：40～第2回理事会　ヒルトン4F「美杉の間」
8/7(木)　　12：30～　神宮会館　「桃李（とうり）」
8/14（木）  R規定により休会
事務局夏季休暇 8/9（土）～8/17（日）までとなります。
ガバナー事務局と同じです。

・
・
・
・

幹事報告 鳥山政明幹事
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第2回クラブフォーラム（委員会方針）

　クラブ奉仕委員会の方針としましては、会長方針である「瑞穂ロータ
リーを理解し、そして楽しもう！」を実現するため、各委員会活動を円滑
に遂行できるよう、支援していく。I.D.M.を開催し、会員相互の理解と親
睦を、更に深める。の２点です。具体的な活動計画は、クラブ委員会を年
3回以上開催し、相互理解と親睦を深めることができる、I.D.M.の企画
および開催をして参ります。

クラブ奉仕委員会：本多誠之委員長

　出席委員会としましては、会員に例会出席を促し、出席率向上を図る
こと。活動は、毎例会時の出席状況を報告する。各会員の出席状況を把
握する。定期的な会員の出席状況の集計と報告を実施する。
　ニコボックス委員会の方針は、例会時にニコボックスの実施と報告を
する。会員夫人の誕生日に記念品を贈る。活動計画は、毎例会時のニコ
ボックス実施と報告する。ご夫人の誕生日に記念品を手配する。当番委
員のスケジュール表などでスムーズな運営に努める。他委員会と連携し
協力していきます。もう一点、前年度の杉江委員長のニコボックス金額を
超えたいと思いますので皆様、ご協力をお願いします。

出席・ニコボックス委員会：今川知也委員長



例会のご案内

■今　　週

■次 々 週

■次　　週 8月14日 （木）R規定により休会

8月7日 （木）IAC海外派遣研修報告
場　所：熱田神宮会館1F「桃李」
時　間：12:30～13:30

8月21日 （木）親睦例会
場　所：賀城園
時　間：18:00～20:00

　方針としては、会員の皆さんの協力を頂きながら、名古屋瑞穂ロータ
リークラブに相応しい方を勧誘するとともに、退会者を出さないようフ
ォローしていく。活動計画は、入会希望者に、瑞穂RCの良さをより理解
いただけるよう、ウェブサイトの活用などにより、入会を積極的に促して
いく。退会防止のため、連続での例会欠席者にはフォローができるよう
こころがける。

会員増強及び維持委員会：本多誠之副委員長（代理）

　方針としては、1.会員相互の親睦を深めるための例会を開催すること
と、会員家族に楽しんでもらえる例会を開催するということです。活動計
画は、上期、8/21親睦例会（賀城園）、11/20ボジョレー例会（ANAグラ
ンコート）、12/4クリスマス家族例会（名古屋観光ホテル）、12/18上期
納会（賀城園） 下期は、1/15創立記念例会、（熱田神宮会館）、
4/12春の家族会（未定）、6/25 下期納会（か茂免）これらを企画して
活動していきたいと思います。よろしくお願いいたします。

親睦活動委員会：村瀬俊高委員（代理）

　方針としましては、瑞穂ロータリーの特徴を生かし、ロータリアンとし
てさらなる向上を得る卓話を計画しております。皆さんの興味が持てるよ
うな卓話を企画したいと思っております。活動計画としては、ロータリー
月間に合わせた卓話も入れつつ、多様な卓話提案を行う。ベテラン会員
からの卓話を頂き、先輩を見習いたいような人を育てたいと思います。会
員相互による卓話も増やす予定としております。よろしくお願いします。

プログラム委員会：長谷川隆委員長

　方針は、会長、幹事、五大奉仕委員長の支援の下、新入会員や入会歴
の浅い会員がロータリーの基礎的な知識・考え方等を理解して親睦を深
める機会を提供する。活動計画は、入会3年未満の会員を対象にした研
修会、親睦会を実施する。新入会員と入会3か月以内に適宜の方法で面
談し、当クラブの日常的な活動について情報提供するという形で進めて
いきたいと考えております。

クラブ・ラーニング委員会：村瀬俊高委員長

　会場委員会の方針としましては、会員、ビジターの方々に快適に過ご
して頂くための会場運営。活動計画は会員相互のコミュニケーションが
活発に行われるような例会での配席を工夫をしてまいります。皆様どう
ぞよろしくお願い致します。

会場委員会：鈴木健司副委員長（代理）

　方針といたしまして、ウィークリーの円滑な発行と、会員増強に繋が
るような内容の充実を図っていきます。活動計画はホームページリニュ
ーアル後、今後委員会内で体制強化し、活用方法を検討してまいりたい
と思います。円滑に進めるべくSNSの活用を進めてまいります。よろしく
お願いします。

広報委員会：安井友康委員（代理）

　方針としましては、瑞穂ロータリークラブらしく特に子供にフォーカ
スしたクラブ独自の活動を継続して行うとさせていただきました。計画
としては、地区補助金を活用した児童養護施設「ひばり荘」の児童との
レクリエーションの実施とバーベキューを10月18日に開催予定。瑞穂
区役所民生こども課主催の189運動イベント「親子カフェ」「親子劇場」
のサポート活動を実施。熱田こども将棋大会への協賛活動とイベント参
加となっております。一年間どうぞよろしくお願いします。

職業奉仕・環境保全委員会：花井芳太朗委員長

　方針としましては、名古屋熱田RACへの事業支援。愛知県立瑞陵高
等学校IACへの事業支援。地区開催の青少年奉仕活動への積極的な
参加を行って参ります。活動方針は、瑞陵高校IAC海外派遣への事業支
援（7月）。名古屋熱田RAC及び瑞陵高校IACの例会への会員参加。名
古屋RAC提唱4RCの担当委員長会議への参加と情報の共有化。名古
屋熱田RAC及び瑞陵高校IACとの合同例会の開催（5月例会）。瑞陵高
校IAC活動報告会の実施（3月例会）でございます。よろしくお願いいた
します。

青少年・RAC・IAC委員会：松田浩孝委員長

　方針としましては、2025-26年度 RIテーマ「よいことのために手を取
りあおう」、亀井会長方針「瑞穂ロータリーを理解し、そして楽しもう！」
を基本に台北延平RCとの更なる交流を深める。積極的に国際奉仕活
動に参加いたします。活動計画としては、令和７年11月、台北延平RC
来訪に伴い友好を深める準備をする。令和８年３月、台北延平RC創立
49周年記念事業へ多くの参加を促す。台北延平RCとの姉妹友好クラ
ブ締結に関する調印式の実施。RI国際大会（2026年6月13日～17日
台湾台北）へ積極的に参加する。
以上となります。一年間よろしくお願いいたします。

国際奉仕委員会：大和直樹委員長

　方針としましては、ロータリー財団の主旨を尊重し、活動を理解して頂
く為の情報を提供してまいります。活動計画は、ロータリー財団への寄
付に関する情報を提供し、財団への理解を深める。ロータリーカードに
関する情報を提供し、入会及び活用することを推奨する。ロータリー補
助金、申請、導入する場合、これに協力する。一年間よろしくお願いいた
します。

R財団委員会：鈴木実委員長

　方針としては、米山奨学事業の意義と目的を、会員皆様と共有できるよ
う活動してまいります。スリランカの奨学生、ヘッチアラッチ・ミノリ・ラベ
ーシャさんの支援を全力で行います。奨学生との交流を深める為、例会時
の配席をランダムにし、クラブ全体交流を促してまいります。活動計画と
しては、懇話会・研修会・学友会総会への出席及び支援。月１回の例会出
席及び、年２回の卓話・スピーチの支援となっております。よろしくお願い
します。

米山奨学委員会：花井芳太朗委員（代理）

　クラブ戦略委員会というのは、このロータリークラブでも初めての委員
会ということであります。基本的には今までありました長期ビジョン委員
会の流れを受けた上で運営していく委員会ということになります。地区の
関係で、こういう委員会をそれぞれのクラブで持っていること、そしてその
委員会には地区からの名称を統合した方がいいだろうと、理事会の中で
決定をされ、クラブ戦略委員会ということになりました。
　方針としては、クラブの中・長期の問題を検討し、必要に応じて、会長
・幹事、理事会へ報告する。活動計画としては、前年度の申し送り事項か
ら着手をして、必要と思われる事項を委員会で検討する。基本的にはク
ラブの50周年が目前に迫っていますので、事前の準備が必要だと思い
ます。その準備を始めていくということが具体的な活動の計画になるの
かと思います。

クラブ戦略委員会：関谷俊征委員長


